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第１章 緒論 
 

マツタケ（Toricholoma matsutake）はキシメジ属の菌根性のキノコで特有の香

りがあり、その主成分はマツタケオール、桂皮酸メチルなどである１）。マツタケ

は樺太、沿海州、朝鮮半島、日本列島、中国北東部・西南部、台湾での発生が

認められている。日本ではマツ属のアカマツのほかクロマツ、ハイマツ、トウ

ヒ属のアカエゾマツ、エゾマツ、ツガ属のツガ、コメツガの林にも発生し、マ

ツ属（主にアカマツ）が優占的に生育していることがマツタケの発生する絶対

的な条件となる１，２）。 

マツタケは林地において、他のキノコや微生物と一線を画し、頑丈な菌根集

団を中心にした「シロ」と呼ぶ菌糸層を鉱質土壌中に形成する１，２，３）。地形と

土壌に関する好みは厳しいとされ、その実態についてはほとんどの事が解明さ

れておらず、特に人工栽培においては成功例がない。マツタケと土壌の関係が

解明されていない理由にも様々な要因が考えられる。まず、マツタケ発生に関

しての条件が厳しく、マツタケ発生適地が貴重であることから研究が行われに

くい事が挙げられる。そしてマツタケについて解明されても私的な財産獲得の

ために発表しないということも考えられる。さらに、マツタケの研究に関わっ

ている研究者はほとんどが菌根学者であり、菌根学的視点からの研究なため土

壌に関しては深いところまでは探求されていないと考えられる。そこで私の卒

業論文の課題を決定するにあたって、実家が林業を営んでおり副産物としてマ

ツタケが発生することから、マツタケの発生における土壌の役割を解明したい

と考え「マツタケと土壌との関係」について研究することにした。 
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 マツタケの発生しやすい場所（発生適地）については以下のような事が明ら

かにされている１，２，３）。 

（１）土壌と岩石 

マツタケ菌は酸性土壌を好み、アルカリ性の土を嫌う。 

中国地方では花崗岩や花崗片磨岩地帯、近畿地方では古生層のチャートや砂

岩・粘板岩地帯、中部地方では第三紀層の礫岩・砂岩地帯、東北地方では粘板

岩・項岩あるいは第三紀層地帯に産地が分布している。これらはいずれも酸性

岩地帯であり、アルカリ性に傾く石灰岩や火山灰土地帯には産地はない。 

（２）地形と堆積様式 

マツタケ菌は腐植や微生物の少ない、やせた乾燥気味の明るい色をした土を

好む。このような土壌は“残積土”と呼ばれ、尾根筋や山腹上部の凸斜面に現

れる。山の形から見ると急な山地では適地は狭く尾根筋と斜面上部に限られる

が、なだらかな山地では山頂から山腹に至るまで広い範囲に適地が現れる。 

土壌型との関連は、養分が少なく乾燥しやすい以下のような土壌型が適地と

されている。１，２，３，４，９） 

BA型：乾性褐色森林土（細粒状構造型） 

BB型：乾性褐色森林土（粒状・堅果状構造型） 

Ｅr 型：受蝕土 

Im 型：未熟土 

Ｒ型：赤色土亜群 

（３）アカマツとその他の植生 

アカマツが優占的に生育していることが絶対条件。マツの本数が少ないと根

も少なくマツタケ菌の繁殖範囲が限られ、同時に広葉樹などの影響で土が肥沃

になるためである。 
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（４）アカマツの林齢と本数密度 

新しい「シロ」の形成は林齢が 10 年生前後から可能で 25 年生までが最適と

なり、それ以上になるとマツタケの生産性は極端に落ちる。30 年を過ぎると表

層土壌の環境が作業によって改善しないほどまでに悪化し、手遅れの場合が多

い。 

（５）菌類層と腐植の堆積 

アカマツ林には多種類のキノコが発生する。これらのキノコは地表や表層土

壌の生息環境をとても正確に示している。 

一般に表層腐植の堆積が 10 ㎝以上あると腐生菌が多く不適地とされる。 

 

 以上のような地点でマツタケは発生するがその適地内においても当然マツタ

ケの発生する場所と発生しない場所がある。今回の実験においてはマツタケ発

生適地内におけるマツタケの発生する地点（試験区）と発生しない地点（対照

区）の土壌学的特性の相違を解明することを目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 7 - 

第２章 試料および実験方法 

 

２－１ 試験地・試験区 

試験地：岐阜県内民有林有限会社丸河林業敷地内 

総林地面積 約 350ha 

マツタケの採れる地点は大きく分けて４箇所に点在しており、その総面積は

約 5ha である。その内マツタケの採れる地点を 2 箇所（A 試験地・B 試験地）

使用した。 

図 2-1-1 に A・B 試験地の位置関係を示した。 

A 試験地・B 試験地の樹木群の 80％はアカマツが占めており、そのアカマツ

は全て天然アカマツである。 
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試験区はマツタケの発生する地点に設置し、Ａ試験地・Ｂ試験地内に各 3 箇

所ずつ計 6 箇所設けた。対照区は各試験区に対して 1 つずつ設置し、環境条件

（地形・傾斜・日照時間）をそろえるため各試験区と同標高の横 3～10m 離れ

たマツタケの発生しない地点に設置した。また、マツタケ発生地点において土

壌成分に要因があるが、試験区と対照区の距離が近すぎるために分析結果に違

いが出ず、マツタケ発生に及ぼす土壌要因を見逃してしまう可能性も考え、A

試験地・B 試験地内の 3 試験区とは少し離れたマツタケの発生しない地点に 1

つずつ特別対照区（ST）を設置した。なお、いずれの各試験区・各対照区・特

別対照区においても、半径 0.5～3m の範囲でアカマツが 3 本程度見られた。 

 図 2-1-2 に A 試験地、図 2-1-3 に B 試験地の地図ならびに各試験区・対照区

の位置関係を掲載した。 

 表 2-1-1 に各地点のデータを示した。 

なお表においては試験区を＋、対照区を－、特別対照区を ST で示す。 
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なお、A-3・B-1 も当初は試験区として設置予定であったが土壌断面の作成が

困難であったために土壌採取は行わなかった。 

 

２－２  実験方法 

各地点土壌断面調査を行い、層位ごとにサンプリングを行った５）。 

計 47 点の土壌は 40℃の通風乾燥機で風乾し風乾土とした。 

 図 2-2-1 に A 試験地、図 2-2-2 に B 試験地の土壌断面図を掲載した。 

 表 2-2-1 に A・B 試験地の土壌採取層位を掲載した。 
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１） 現地水分率６） 

 容器（アルミ皿）に風乾前の土壌を加え、容器と容器＋土壌の重量を記入後、

乾燥機にて 105℃で 24 時間乾燥させて水分を蒸発させ、その後容器＋土壌の重

量を測定し現地水分率を算出した。 

 

２） 礫含有率６） 

 A 層以下（A・B・C 層）の土壌試料に対して行い、通風乾燥機中 40℃にて 1

週間風乾させた土壌全量の重量測定後、土壌全量を 2mm のふるいを用いて

2mm 以上と 2mm 以下に分け、その後各重量を測定し算出した。 

なおこれより以下の A 層以下（A・B・C 層）の鉱質層位試料の分析は全て風

乾後の 2mm 以下の土壌を用いて行った。 

 

３） pH（H₂O）、EC、pH（KCl）６） 

 O 層（F・H 層） 

 pH（H₂O）、EC、pH（KCl）の連続測定を行った。トールビーカーに乾物

5g 相当の未風乾試料を秤り、乾土：水の比率が 1:10 となるように蒸留水を追加

した。これをガラス棒でよく攪拌し、約 1 時間後再び攪拌した後、ガラス電極

pH メーター（堀場製作所 F‐53）で pH（H₂O）を測定した。pH（H₂O）測

定後、上澄み液を試験管に移し EC メーター（EUTECH INSTRUMENTS 製 導

電率系 CON110）により EC を測定した。その後上澄み液をトールビーカーに

戻し、塩化カリウム（特級試薬）を 3.73g 加え、ガラス棒で攪拌し 1 時間静置

後ガラス電極 pH メーター（堀場製作所 F‐53）で pH（KCl）を測定した。 

 

 A 層以下（A・B・C 層） 

 pH（H₂O）は風乾土壌：蒸留水を 1:2.5 の比率で混ぜ、常法により測定した。
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ガラス電極 pH メーターは上記のものと同じものを用いた。EC は pH（H₂O）

に続いて連続測定を行った。すなわち、pH（H₂O）測定後のポリビンにさらに

25ml の蒸留水を加え、 1 時間振とう後、 EC メーター（ EUTECH 

INSTRUMENTS 製 導電率系 CON110）により測定した。 

 pH（KCl）は土壌：1 規定塩化カリウムを 1:2.5 の比率で混ぜ常法により測定

した。ガラス電極 pH メーターは上記のものと同じものを用いた。 

 

４） 置換酸度（Y₁）、KCl 抽出液 Al 含量測定６） 

 A 層以下（A・B・C 層）の土壌試料に対して行い、３）による pH（KCl）を

測定した抽出液（土壌：1 規定塩化カリウムを 1:2.5）を用いた。pH（KCl）測

定後、ろ紙（アドバンテク No.6）を用いろ過した。そのろ液 5ml に、0.1%フェ

ノールフタレイン指示薬溶液を 3 滴加え、0.02 規定水酸化ナトリウム（0.02N

‐NaOH）で滴定した。 

 KCl 抽出液中の Al 含量の測定も A 層以下（A・B・C 層）の試料に対して行

った。置換酸度で用いたろ液を 100 倍に希釈し誘導結合プラズマ発光分析装置

（島津 ICPS‐8100）を用い測定した。B‐ST については機械の都合上 KCl

抽出液 Al 含量の測定は行わなかった。 

 なお KCl 抽出液 Al 含量の測定は、ECR 比色法によっても行った。 

  

５）ECR 比色法７，８） 

  50 ml のメスフラスコに 25 ml の蒸留水 を採り、0.2 – 20 μg 相当量のア

ルミニウムを含む試料液を 1 ml 添加した。（本研究の置換酸度測定抽出液の場

合は、pH 4.0 の 0.1N 酢酸緩衝液で 20 倍に希釈した溶液を 1 mℓ採取した。）

これに１％アスコルビン酸溶液 2ml を添加した。５分間静置後 0.75 % ECR 2.5 

ml を添加し、さらに５分間静置後、ヘキサメチレンテトラミン緩衝液 (pH6.0) 
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10 ml を添加し、水で 50ml にフィルアップした。 

510, 535 , 560 nm の吸光度を測定し、ベースライン補正をした 535nm 吸光度

〔A535 － 1/2 (A510 + A560) 〕 を算出し、補正吸光度によって検量線を作成

した。 

検量線の作成：アルミニウム標準液を酢酸緩衝液 (pH4.0) で希釈して、20, 16, 

12, 8, 4 , 0 ppm とした。この溶液 1 mℓを上記と同様に発色させ、535nm にお

ける補正吸光度を求め、検量線を作成した。 

 

６） 全炭素・全窒素含量 

 A 層以下（A・B・C 層）の土壌試料に対して行った。土壌を振とうミル TⅠ

‐100（ヘイコー社製）にて微粉砕し、CHN 全自動元素分析装置（エレメンタ

ール社 VarioELⅢ）にて測定した。 

 

７） CEC、交換性塩基測定６） 

 A 層以下（A・B・C 層）の土壌試料に対して行い、ショーレンベルガー法に

従って抽出測定した。置換抽出した酢酸アンモニウム溶液は原子吸光光度計（島

津 AA－6300）により交換性塩基（Ca・K・Mg・Na）を測定した。さらに、

1N‐KCl抽出溶液中のNH₄⁺含量をセミミクロ水蒸気蒸留法により定量しCEC

の値を算出した。 

 

８） 水抽出液中の金属イオン（Al・Ca・Mg・K・Na・Fe・Mn・Cu）測定 

 A 層以下（A・B・C 層）の土壌試料に対して行った。風乾土試料 2g に超純

水 20mlを加え、1時間振とう後、50ml容遠沈管に移し、遠心分離機（日立製 O5P

‐22）にかけた（1000G・15 分）。その後上澄み液を 0.45μm メンブランフィ

ルターにてろ過後、希釈を行わずに誘導結合プラズマ発光分析装置（島津 ICPS
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‐8100）を用い測定した。 

 

９） 遊離イオン比率（％） 

 マツタケや菌糸層（シロ）の発生に伴い土壌中で遊離イオンが吸収・交換さ

れているのではないか、という仮説のもとに算出を試みた。塩化カリウム・酢

酸アンモニウムで抽出される交換性 Al・Ca・K・Mg イオンを全量と仮定し、

水（H₂O）抽出された遊離 Al・Ca・K・Mg イオン量の割合を算出した。 

 なお、各抽出は完全な抽出方法ではないが、条件同一とみなし、あくまで試

験区・対照区の比較用として用いた。 
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第 3 章 結果および考察 

 図・表においては試験区を＋、対照区を－で示す。 

３－１ 現地水分率 

 図 3-1 に現地水分率の測定結果を示した。 

 全体としてO層の現地水分率は50～75％であり、F層およびH 層で60～75%

と高く、L 層はこれらよりやや低かった。ただし A 試験地では L 層と F および

H 層の水分率の差が小さかったが、B 試験地では、L 層の水分率が F および H

層の水分率より約 20％低く、表層が乾燥ぎみであることを示した。これは、B

試験地が風通し・日当たりの良い南向き急斜面に位置していることに関係する

と考えられる。なお、表層は乾燥気味であるにも関わらず、B 試験地の F 層・

H 層の水分率は A 地点よりも高かった。鉱質層位の水分率は、A 試験地および

B 試験地ともに 20～50%の間に分布し、一部の例外を除いて層位が深くなるほ

ど減少した。A 試験地では試験区と対照区の水分率はほとんど等しい値を示し

た。ただし A-2 の A 層において 試験区は対照区よりも高い値を示したが、これ

は偶然的なハズレ値と考えられる。B 試験地においても試験区と対照区の水分

率に著しい違いは認められなかった。ただし B-2 では CR 層を除いて試験区の

水分率は対照区より低い値を示した。しかし B-3 および B-4 では、一部の層位

でこれらの関係に逆転が見られたことから、水分率に関しては試験区と対照区

の間で系統的な相違は認めることができなかった。 
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図３－１ 現地水分率 
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３－２ 礫含有率 

 図 3-2 に礫含有率の測定結果を示した。 

A 試験地の土壌の礫含有率は 20％～70％であり、A-2 および A-3 では A 層に

おいて試験区は対照区よりも低い礫含有率を示したが、層位による系統的な違

いは認められなかった。B 試験地では、B-ST を除く全ての地点で、礫含有率は

A 層から B 層にかけて漸減したが、B 層から C 層（CR 層あるいは RC 層）に

かけては急増した。試験区と対照区の関係は、B-2 と B-3、B-4 では反対の傾向

を示したことから、試験区と対照区における礫含有率の系統的な違いは認めら

れなかった。 
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図３－２ 礫含有率 
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３－３  pH（H₂O），pH（KCl） 

 pH（H₂O）の測定結果を図 3-3-1 に、pH（KCl）の測定結果を図 3-3-2 に示

した。なお O 層（F・H 層）と A 層以下においては抽出比率が異なるので H 層

と A 層間は点線で示す。 

 pH（H₂O）は全地点において O 層内のいずれかの層位で最も低い値を示し、

その後 A 層から B 層にかけて増大し、B 層から C 層にかけて漸増ないし漸減し

た。O 層における pH（H₂O）は、A-2 では 4.0～4.5 の値を示したが、他の地

点では O 層の pH（H₂O）は 3.2～4.0 といった非常に低い値を示した。A 層の

pH（H₂O）は O 層よりもやや高く 3.5～4.4 の値であった。層位内で最も高い

pH（H₂O）は B 層または C 層で現れ、4.6～4.9 の値を示した。いずれにして

も試験区・対照区を問わずマツタケ発生適地内の土壌 pH（H₂O）は非常に低い

値を示した。試験区と対照区の間の違いに注目すると、すべての地点において F

層の pH（H₂O）は試験区の方が対照区よりも常に 0.1～0.4 程度低かった。A

試験地では A 層より上の層位では試験区の方が対照区よりも pH（H₂O）が低

い場合が多かったが、B 層および C 層では値がほぼ等しくなった。B 試験地内

では試験区と対照区の pH（H₂O）の差が非常に小さかった。 

 pH（KCl）も pH（H₂O）と同様に、O 層で低く、A 層、B 層の順に増大し、

B 層と C 層の間では漸増ないし漸減の傾向を示した。O 層の pH（KCl）は 2.3

～3.6 といった非常に低い値を示した。A-2 の pH（KCl）がやや高く 3.0～3.6

の値となったが、その他の地点では 2.3～2.7 の強酸性を示した。B 層ないし C

層における最も高い値でも 4.1 以下であった。試験区と対照区の pH（KCl）の

違いは非常にわずかであったが、O 層内においては試験区の方が対照区よりも

低い場合が多かった 

 O 層試料の pH は 1：10 の比率で抽出して測定し、A 層以下の試料の pH は 1：

2.5 の比率で抽出して測定したことを考えると、O 層の方が希釈割合が高いので
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水素イオン濃度が希釈されていることになる。従って、O 層と A 層以下の層の

酸性度の違いは、本測定値で示されたものよりさらに大きいものである。これ

らの結果は、マツタケが酸性の土地を好むという従来の見解と一致する。 

 

３－４ EC（電気伝導率） 

 図 3-4 に EC の測定結果を示した。なお O 層（F・H 層）と A 層以下におい

ては抽出比率が異なるので H 層と A 層間は点線で示す。 

 EC（電気伝導率）は O 層内で最も高く、層位が下に行くほど減少する傾向を

示した。A-4 対照区では A 層の EC が最も高くなったが、その他の地点では全

て O 層の EC が最も高かった。O 層と A 層以下では、抽出比率が異なり、O 層

は A 層以下の 4 倍の水で抽出していることを考慮すると O 層と A 層以下の EC

の違いはさらに大きいものであることが推察される。これは O 層内の試料には、

落葉落枝に由来する無機イオン成分が多量に含まれているためと考えられる。

試験区と対照区を比較すると、O 層において A 試験地では A-4 を除いて試験区

の方が対照区よりも EC が低い傾向を示した。これらの傾向は、マツタケは貧

栄養性の地点を好むという従来の見解と一致するが、B 試験地では B-3、B-4 で

試験区の方が対照区よりも EC が高い値を示し、逆の傾向であった。A 層以下の

層位における EC は全地点において試験区と対照区間の違いは非常にわずかで

あり、特に B 層以下の EC はいずれの地点でも 50 ㎲/cm 以下と、非常に貧栄養

的であった。 
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図３－３－１ pH（H₂O） 
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図３－３－２ pH（KCl） 
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図３－４ EC（電気伝導率） 
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３－５ 置換酸度（Y₁） 

図 3-5 に置換酸度の測定結果を示した。 

全地点で置換酸度（Y1）は著しく高い値を示した。特に A 層においては 50～

70 といった非常に高い数値を示した。A-1 対照区においては B 層でも 55 とい

う非常に高い値を示した。全地点で下層に向けて数値が減少する傾向が見られ

た。B 試験地の B 層・C 層の置換酸度（Y1）は、A 試験地より低い値を示した。

これは、A 試験地は流紋岩（花崗岩）、B 地点は砂岩（粘板岩）という、両地点

の母岩の違いを反映したものと考えられる。一般的に置換酸度（Y1）は 15 以上

で強酸性といわれている。河田（1989）が 49 点の BB型（乾性褐色森林土）土

壌について求めた Y1値の平均値は 39.4 であった９）。今回の A 試験地および B

試験地の 50～70 という置換酸度は非常に強い酸性であることが言える。置換酸

度（Y1）でこれだけ数値が高いということは土壌中には大量の Al イオンが含ま

れていることが推測される。 

 

３－６ 塩化カリウム（KCl）抽出 Al（交換性 Al） 

図 3-6-1 に塩化カリウム（KCl）抽出 Al の測定結果を示した。 

 なお B-ST については機材の都合上測定を行わなかった。 

A 試験地内では、全地点の A 層において風乾土 1kg あたり 700mg 以上とい

った非常に高い値を示した。A-1 対照区を除いて下層に向かうにつれて数値が減

少する傾向が見られた。B 試験地でも、A 試験地と同様に A 層で非常に高い値

を示した。ただし、A 試験地と比較すると、B 層・C 層の交換性 Al 含量は A 試

験地より低い値であった。全体として、A 試験地・B 試験地ともに交換性 Al 含

量が非常に高かった。特に A 層では全地点で風乾土 1kg あたり 700～1200mg

という非常に高い値を示した。また、全地点において交換性 Al は置換酸度（Y₁）

と同じ動きを示した。このことから置換酸度（Y₁）の値の高さは全て土壌中に
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含まれる Al イオンの影響であると考えられる。 

図 3-6-2 に、ECR 比色法と ICP 法で定量した KCl 抽出 Al 含量の相関を示し

た。ECR 比色法では ICP 法と比較して、約４％高い値が得られたが、両方の定

量値の間には、非常に高い正の相関が認められた。このことから、ECR 法も有

用な定量法であると考えられる。しかし、ICP 法の方が共存イオンの影響が少

ないと考えられたので、KCl 抽出 Al および後に示す水抽出 Al の結果は、ICP

法で求めた値を使用した。 
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図３－５ 置換酸度 
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図３－６－１ 塩化カリウム抽出 Al（交換性 Al） 
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３－７ 全炭素量・全窒素量 

図 3-7-1 に全炭素、図 3-7-2 に全窒素の測定結果を示した。 

 なお全炭素については常法では微細根の除去を行ってから測定を行うが、今

回は全地点 A 層において大量の微細根が混入しており、除去が困難であったた

めに微細根除去を行わずに測定した。従って、全炭素の値が非常に高くなって

いる。A 試験地・B 試験地ともに A 層の厚さは非常に薄く、H 層との完全な分

別も困難であったため、高い炭素含量はそれなりに本試験地内の A 層が持つ

H-A 層的な特徴を表していると考えられる。A 試験地・B 試験地ともに、炭素

含量は A 層で著しく高かったが、両試験地を比べると、A 試験地の方が A 層の

炭素含量が低い傾向が認められた。これは A 試験地の A 層においては水分含量

が低く、有機物の好気的分解がよく進んだためと考えられる。B 層以下の土壌

の炭素含量はいずれも 5％以下で、層位が深くなるほど減少した。 
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図３－７－１ 全炭素量 
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図３－７－２ 全窒素量 
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３－８ CEC 

 図 3-8 に CEC の測定結果を示した。 

 A 試験地・B 試験地の土壌の CEC は、A 層では 35～55cmol/kg、B 層では 12

～20 cmol/kg、C 層では 5～10 cmol/kg の範囲に分布した。CEC は全地点にお

いて A 層から下層に向かうにつれて値が減少する傾向が見られた。わが国の褐

色森林土の CEC は約 20～40 cmol/kg に入る場合が多いと言われている９）。A

試験地・B 試験地の CEC はこの範囲よりやや高めであるが、A 層は薄いため、

両試験地の大部分の土壌は、この一般的な範囲に入るとみなすことができる。

CEC が特に高かったのは、A-4、B-3、B-ST 地点の A 層であり、50cmol/kg 以

上の高い値を示した。試験区と対照区の CEC は、非常に近い値であり、差異を

認めることはできなかった。 

 

３－８－１ 交換性 Ca 

 図 3-8-1 に交換性 Ca の測定結果を示した。 

両試験地の土壌における交換性 Ca の量は、1.0 cmol/kg 以下であり、CEC が

50 に近い値を示したことと比較すると、かなり低い値であった。また、B 試験

地は A 試験地よりさらに少ない値を示した。また、A-2、A-4、B-2、B-3、B-4

地点の試験区において B 層から C 層に向かい増加傾向が見られた。これは、A

層においては植物遺体に由来する Ca が多く、C 層においては母岩に由来する

Ca が多いためと考えられる。交換性 Ca の量は、B 試験地内では、いずれの地

点でも試験区は対照区よりも低い値を示した。A 試験地内では、A-1、A-2 の試

験区と対照区における Ca 含量の差は少なかったが、A-4 上層では試験区は対照

区より交換性 Ca 含量が低かった。このように、交換性 Ca に関しては、試験区

の方が対照区よりも若干低く、貧栄養的な環境にあった。 
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３－８－２ 交換性 K 

 図 3-8-2 に交換性 K の測定結果を示した。 

両試験地における交換性 K の量は 0.5 cmol/kg 以下と非常に低く、さらに A

層、B 層、C 層の順に減少した。交換性 K の供給は植物遺体に由来するものの

割合が高いものと考えられる。A-1、A-4、B-4 地点において、試験区の方が対

照区より低い値を示したが、A-2、B-2、B-3 地点では試験区と対照区の交換性

K はほぼ等しかった。 

 

３－８－３ 交換性 Mg 

 図 3-8-3 に交換性 Mg の測定結果を示した。 

 両試験地における交換性 Mg は 0.8 cmol/kg 以下であり、A 層から B 層にか

けて著しく減少し、B 層から C 層にかけては漸減した。交換性 Mg に関しても

植物遺体から供給されるものの割合が高いものと考えられる。全地点において

試験区と対照区は同じ動きを示し、両区の間の差異は少なかった。 

 

３－８－４ 交換性 Na 

 図 3-8-4 に交換性 Na の測定結果を示した。 

 交換性 Na は A 試験地では 0.2 cmol/kg 以下、B 試験地では 0.1 cmol/kg 以

下であり、A 試験地は B 試験地よりも全体的に高い数値を示した。A-1 対照区

の RC 層や A-2 試験区の B 層のように、A 層以下の層位でピーク値を示す場合

があり、鉱物成分からの供給が示唆されたが、B 試験地では、値は低いながら

も、A 層で最も高くそれ以下の層位では減少する傾向を示した。交換性 Na 含量

に関しても、試験区と対照区の間で顕著な違いは認められなかった。 
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３－８－５ 塩基飽和度，Al 飽和度 

表 3-8-5-1 に A 試験地、表 3-8-5-2 に B 試験地おける塩基飽和度と交換性 Al

の CEC に対する飽和度を示した。 

塩基飽和度は、A 試験地および B 試験地において、最大値が 11％程度であり、

B-３の A 層では、試験区で 1.8 %、対照区で 1.67 % に過ぎなかった。塩基飽和

度は下層程増大し、特に C 層で最も高くなった。各種塩基の中では、Ca による

飽和度が最も高かったが、それでも最大 6.78 % （A-4 対照区の CR 層）であっ

た。Mg と K による飽和度はほぼ等しく、0.5 ～2.3 %の間に分布した。Na に

よる飽和度は最も低く、0.1～1.7 %の間であった。しかし、試験区と対照区にお

ける塩基飽和度の違いは認められなかった。河田（1989）によれば、BB型土壌

49 点の交換性 Ca 飽和度は 5.5±4.6％、交換性 Mg 飽和度は 2.5±2.5％であり、

本論文の結果はこの値の範囲内であった９）。 

反対に Al イオンが CEC に対して占める割合は非常に高かった。層位による

差が大きかったが、11％～62%の間に分布した。A 試験区内の A-1、A-2、A-ST

などの地点で Al による飽和度は 40％以上の値を示したが、B 試験地内の各地点

では、Al による飽和度は 20～30％であった。なお、ここで用いた交換性 Al の

値は、土壌10ｇを１N KCｌ25ml で抽出した際の値であり、交換性Alを100%

抽出しているものではない。全酸度が３Y1 で近似されていることから推察され

るように、実際には交換性 Al の総量は、ここで示した値の 1.5 倍程度高い可能

性がある。そうすると、本試験地の土壌の陽イオン交換部位は、その過半数が

Al を保持していることになる。このように、Al イオンは、本試験地の土壌の化

学的特性の中でも非常に重要なものと考えられるが、試験区と対照区の間の違

いはほとんど認められなかった。 

 

 



 - 41 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－８ CEC 
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図３－８－１ 交換性 Ca 
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図３－８－２ 交換性 K 
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図３－８－３ 交換性 Mg 
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図３－８－４ 交換性 Na 
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３－９ 水（H₂O）抽出性陽イオン 

塩
基
合
計

K
C
l抽

出
A
l飽

和
度

（
％

）
C
a 

M
g

K
N
a

（
％
）

A
l

Ａ
0
.4
8

0
.9
1

0
.7
7

0
.1
1

2
.2
7

2
0
.3

Ｂ
1
.3
2

0
.7
9

2
.6
3

0
.2
3

4
.9
7

2
0
.1

Ｂ
Ⅱ

1
.0
3

0
.5
9

1
.2
6

0
.1
9

3
.0
5

1
3
.7

Ｃ
Ｒ

4
.2
7

1
.0
7

0
.6
0

0
.2
2

6
.1
7

2
2
.3

Ａ
1
.1
2

1
.2
9

1
.0
5

0
.0
9

3
.5
5

2
2
.4

Ｂ
1
.7
2

0
.8
1

0
.9
1

0
.0
0

3
.4
3

2
1
.9

Ｂ
Ⅱ

2
.1
6

1
.0
2

1
.6
1

0
.3
0

5
.0
9

1
8
.4

Ｃ
Ｒ

5
.0
2

1
.0
4

0
.8
7

0
.0
9

7
.0
2

2
5
.8

Ａ
0
.4
1

0
.8
2

0
.4
7

0
.0
9

1
.8
0

2
1
.9

Ｂ
2
.3
1

0
.9
3

0
.6
7

0
.0
6

3
.9
6

7
.0

Ｃ
Ｒ

3
.7
1

0
.9
2

0
.6
7

0
.0
6

5
.3
5

1
2
.3

Ａ
0
.4
2

0
.7
3

0
.4
2

0
.0
9

1
.6
7

2
1
.0

Ｂ
2
.1
1

0
.6
5

0
.3
6

0
.0
9

3
.2
2

1
7
.0

Ｃ
Ｒ

6
.7
0

2
.3
2

1
.7
0

0
.7
3

1
1
.4
5

5
4
.5

Ａ
0
.8
2

0
.9
5

0
.6
5

0
.0
9

2
.5
1

2
1
.2

Ｂ
2
.5
8

0
.6
4

0
.5
1

0
.2
8

4
.0
1

1
2
.8

Ｒ
Ｃ

3
.6
1

0
.6
0

0
.3
4

0
.1
5

4
.7
0

2
1
.0

Ａ
1
.0
5

0
.8
8

0
.7
5

0
.1
8

2
.8
6

1
8
.2

Ｂ
4
.1
9

0
.6
5

1
.5
2

0
.1
0

6
.4
5

9
.0

Ｃ
Ｒ

4
.9
4

0
.9
3

0
.5
4

0
.0
7

6
.4
8

1
8
.0

Ａ
1
.7
9

1
.2
5

0
.6
7

0
.1
5

3
.8
6

Ｂ
2
.8
3

0
.5
7

1
.0
6

0
.0
9

4
.5
5

Ｃ
5
.0
3

0
.7
9

0
.7
5

0
.1
2

6
.6
9

表
３
－

８
－

５
－

１
　
塩

基
飽

和
度

、
交

換
性

A
l飽

和
度

（
B
試

験
地

）

交
換

性
陽

イ
オ
ン
飽

和
度

（
％

）
層
位

Ｂ
－
Ｓ
Ｔ

B
-
2

＋ －

B
-
3

＋ －

※

※
K
C
l抽

出
A
lの

測
定
を
行
わ
な
か
っ
た
の
で
算
出
し
て
い
な
い

－

B
-
4

＋



 - 48 - 

３－９－１ Al 

 図 3-9-1 に水（H₂O）抽出 Al の測定結果を示した。 

A 試験地内では、A-1 対照区の A 層、A-4 試験区の AB 層において風乾土 1kg

あたり 230～300mg という高い値を示した。A-4 対照区の CR 層においては他

の地点の C 層よりも高い値を示した。また、B 層でも約 20 から 120mg という

高い水抽出 Al 含量を示した。B 試験地内では、B-2 対照区および B-ST の A 層

において風乾土 1kg あたり 200mg 以上という非常に高い値を示したほか、その

他の A 層でも 80～120 mg という高い水抽出 Al 含量を示した。しかし、A 試験

地とは異なり、B 試験地の B 層以下では水抽出 Al 含量は急激に減少し、ゼロに

近づいた。また B 試験地の層位による数値の変動は KCl 抽出 Al の変動と似て

いた。他の水抽出イオンと比較すると水抽出 Al 含量は数値が高く、特に A 層で

は非常に高い値を示した。水溶性 Al は、pH が増大するに伴って急激にその溶

解度を減少するため、このような高い水溶性 Al 濃度は、これらの試験地の土壌

の強酸性を反映したものである。pH（H2O）および pH(KCl)は O 層および A

層で著しく低い値を示し、B 層・C 層で増大していたが、水溶性 Al 含量は、こ

のような pH 変化を反映したものである。B 試験地の B 層・C 層の pH は A 試

験地の B 層・C 層の pH よりも高かったため、B 試験地の水溶性 Al 含量も低く

なったものと考えられる。 

 

３－９－２ Ca 

図 3-9-2 に水（H₂O）抽出 Ca の測定結果を示した。 

水抽出 Ca 含量は、最も高かった A-2 対照区の A 層でさえ 12 mg/kg であり、

これは 0.6 mmol/kg あるいは 0.06cmol/kg に相当するから、CEC の値約

20cmol/kg と比較しても、その 0.3 %に過ぎない。水抽出 Ca 含量は表層で高い

傾向は認められたものの、層位の深さに伴う含量の減少はわずかであり、B 層
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および C 層でもかなりの量が抽出された。また、試験区と対照区における水抽

出 Ca 含量の変化の傾向は良く似ていた。A 試験地では、例外的に A-2 の A 層

において比較的高い値を示した。B 試験地では、B-2、B-3、B-4 地点の試験区

において、下層ほど水抽出 Ca が増大する傾向が認められた。A 層中の水抽出

Ca は A-4 を除いて、試験区が対照区よりわずかながら低い値を示した。マツタ

ケが貧栄養地点を好むことと、試験区の水抽出 Ca が少ないこととの間に対応は

認められるが、その差はわずかであった。 

 

３－９－３ K 

図 3-9-3 に水（H₂O）抽出 K の測定結果を示した。 

いずれの地点においても、水抽出 Ca と比べると、層位の深さに伴う減少傾向

が著しかった。これは、水抽出 K イオンが植物遺体および腐植から供給され保

持されているものの割合が多いことを示している。また、試験区と対照区で A

層の水抽出 K 含量を比較すると、A-1、A-4、B-2、B-4 地点で、試験区は対照

区よりも低い値を示した。A-2 および B-3 の A 層では試験区と対照区の差はわ

ずかであった。これらの傾向も、試験区の方が対照区よりも貧栄養的であるこ

とを示唆している。しかし全体的に、特に下層の水抽出 K は、各試験区・対照

区の間で良く似た傾向を示した。 

 

３－９－４ Mg 

図 3-9-４に水（H₂O）抽出 Mg の測定結果を示した。 

水抽出 Mg イオンは、水抽出 K イオンと同様に、深さとともに単調に減少す

る傾向を示し、水抽出 Ca の傾向とは異なっていた。水抽出 K イオンの場合と

同様に、水抽出 Mg イオンは A-1 対照区の A 層において高い値を示した他は、

全層位にわたって試験区と対照区は良く似た傾向を示した。B 試験地において
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は、B-2 の A 層・B 層・BC 層および B-3 全層位において、対照区の水抽出 Mg

イオンは、試験区より高い値を示した。すなわち、６地点中３地点で試験区は

対照区よりも水抽出 Mg イオンが少なく、残りの３地点ではほとんど変わらな

かった。水抽出 Mg イオンにおいても、各試験区と対照区の間で、全地点に共

通した違いは見られなかった。 

 

３－９－５ Na 

図 3-9-5 に水（H₂O）抽出 Na の測定結果を示した。 

全ての層位において水抽出 Na 含量は A 層で高く、B 層以下では急激に減少

した。これは、水溶性 Na が主として落葉・落枝から供給されていることによる

ものと考えた。試験区と対照区の間の違いは地点によって異なり、一貫した傾

向は認められなかった。 

 

３－９－６ Mn 

図 3-9-6 に水抽出 Mn の測定結果を示した。 

A 試験地内の全地点の A 層において水抽出 Mn は、試験区の方が対照区より

低い値を示した。A-1 では試験区と対照区で対照的な動きを示した。A-4 および

A-ST では比較的低い数値を示した。B 試験地内では、A 層以下の層位で水抽出

Mn がピークを示す場合が多く認められ、鉱物成分からの供給が示唆された。ま

た、B-2 および B-4 の A 層では、試験区は対照区よりも水抽出 Mn が低かった。

全体として、B-3 を除いた地点では、A 層の水抽出 Mn は、対照区より試験区で

低い値を示した。全地点、全層位にわたる試験区と対照区間の共通した違いは

見られなかった。 

 

３－９－７ Fe 



 - 51 - 

図 3-9-7 に水（H₂O）抽出 Fe の測定結果を示した。 

両試験地ともに、水抽出 Fe 含量の変化は、水抽出 Al 含量の変化と非常によ

く似た傾向を示した。A 試験地では、水抽出 Fe は B 層まで高い値を示したが、

B 試験地では、各地点ともに、B 層以下では水抽出 Fe は非常に少ない値を示し

た。各試験区と対照区の間では、全地点で共通した水抽出 Fe 含量の違いは見ら

れなかった。 

 

３－９－８ Cu  

図 3-9-8 に水抽出 Cu の測定結果を示した。 

A 試験地内の A-1 でのみ水抽出 Cu は高い値を示し、特に A-1 試験区の B 層

では 0.1 以上の値を示した。A-4 および A-ST ではほとんど Cu は検出されなか

った。B 試験地内では各地点とも A 層において、試験区の水抽出 Cu は対照区

よりも低い値を示した。各地点とも、B 層以下においては水抽出 Cu は全く検出

されなかった。また、全地点における各試験区と対照区間の共通した違いは見

られなかった。 
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図３－９－１ 水（H₂O）抽出 Al 
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図３－９－２ 水（H₂O）抽出 Ca 
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図３－９－３ 水（H₂O）抽出 K 
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図３－９－４ 水（H₂O）抽出 Mg 
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図３－９－５ 水（H₂O）抽出 Na 
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図３－９－６ 水（H₂O）抽出 Mn 
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図３－９－７ 水（H₂O）抽出 Fe 
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図３－９－８ 水（H₂O）抽出 Cu 

 

３－１０ 遊離イオン比率（％） 
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３－１０－１ Al 

図 3-10-1 に水抽出 Al が交換性 Al に占める割合（遊離 Al 比率）を示した。 

なお B-ST は塩化カリウム（KCl）抽出 Al 含量を測定していないため算出で

きなかった。 

遊離 Al 比率は、地点によって A 層で最大値を示す場合と B 層で最大値を示

す場合が見られたが、最大 35％にも及んでいた。このように、水溶性 Al イオン

が交換性の Al 中に占める割合は非常に高かった。なお C 層における遊離 Al の

比率は低い値を示した。試験区と対照区における各地点に共通した違いは見ら

れなかった。 

 

３－１０－２ Ca 

図 3-10-2 に水抽出 Ca が交換性 Ca に占める割合（遊離 Ca イオン比率）を示

した。 

 遊離 Al 比率の場合と異なり、遊離 Ca イオン比率は、A 試験地では層位全体

にわたって 5％以下であり、B 試験地ではいくつかの層位で 10％に近い値を示

したものの、その他の層位では約 5％あるいはそれ以下であった。遊離 Ca イオ

ン比率では、試験区と対照区の間に明瞭な違いは認められなかった。 

 

３－１０－３ K 

図 3-10-3 に水抽出 K が交換性 K に占める割合（遊離 K イオン比率）を示し

た。 

遊離 Ca イオン比率と比較すると、遊離 K イオン比率は高く 10%～50%の間

に分布した。これは K イオンが１価の陽イオンであり、土壌中の陰イオンや配

位子によって強く保持されないことを反映している。遊離 K イオン比率は、多

くの地点で表層から下層にかけて減少したが、C 層で再び増大する例が、A-4、
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B-2、B-3、地点の試験区、B-4 対照区および B-ST などで認められた。これは

母岩からの K イオンの溶解によるものと考えた。A-2、B-2、B-3 地点で試験区

は対照区より遊離 K イオン比率が低い傾向が認められたが、A-4 および B-4 で

は逆の傾向であり、全地点に共通した傾向とは言えなかった。 

 

３－１０－４ Mg 

図 3-10-4 に水抽出 Mg が交換性 Mg に占める割合（遊離 Mg イオン比率）を

示した。 

遊離 Mg イオン比率は、10％から最高 75％にも達し、水溶性 Mg が占める割

合は非常に高かった。また、その割合は B 層で最大値に達する場合が多く認め

られた。これは、Mg については腐植の荷電による保持が無視できないので、腐

植物質含量の少ない B 層において遊離イオンの割合が増大したものと考えた。

試験区と対照区の間に明瞭な違いは認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 62 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１０－１ 遊離 Al イオン比率 

 

 

0

10

20

30

40

Ａ Ｂ ＲＣ

％

Ａ－１ ＋

Ａ－１ －

0

10

20

30

40

Ａ Ｂ ＢＣ ＣＲ

％

Ｂ－２ ＋

Ｂ－２ －

0

10

20

30

40

Ａ Ｂ ＣＲ

％

Ａ－２ ＋

Ａ－２ －

0

10

20

30

40

Ａ Ｂ ＣＲ

％
Ｂ－３ ＋

Ｂ－３ －

0

10

20

30

40

Ａ ＡＢ Ｂ上(Ｂ) Ｂ下(ＢＣ) ＣＲ
％

Ａ－４ ＋

Ａ－４ －

0

10

20

30

40

Ａ Ｂ ＣＲ

％

Ｂ－４ ＋

Ｂ－４ －

A -S T

0

10

20

30

40

Ａ Ｂ ＣＲ

％



 - 63 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１０－２ 遊離 Ca イオン比率 
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図３－１０－３ 遊離 K イオン比率 
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図３－１０－４ 遊離 Mg イオン比率 
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 本研究で供試したマツタケ発生適地の土壌は、強酸性を示し、交換性および

水溶性の Al を非常に多く含んでいた。また、電気伝導度（EC）および塩基飽

和度にも示されたように、鉱質層位の土壌は非常に貧栄養的であった。しかし

その中で、マツタケの発生する地点（試験区）とマツタケの発生しない地点（対

照区）における各種分析値の違いは非常にわずかであった。ただし、わずかな

がらも対照区と試験区の間で認められた相違としては、以下のようなことを挙

げることができる。 

 

１） 土壌断面の構成において、O 層は対照区の方が厚い場合が多かった。 

２） 全ての地点において、F 層の pH(H2O)は、試験区の方が対照区よりも 0.1 

～0.4 低かった。 

３） pH(KCl) も O 層内においては、試験区の方が対照区よりも低い場合が多

かった。 

４） 交換性 Ca 含量は試験区の方が対照区よりも若干低く、貧栄養的であった。 

５） 水抽出 Ca 含量も、１地点を除いて、試験区の方が対照区よりも若干低か

った。 

６） 水抽出 K 含量は、４地点で試験区は対照区よりも若干低く、残りの 2 地

点での差はわずかであった。 

 

これらの結果から、マツタケの生える地点（試験区）の土壌はマツタケの生

えない地点（対照区）の土壌よりもわずかに pH が低く、また貧栄養的であると

いう傾向が認められた。しかし、今回の実験において、試験区と対照区の土壌

の間に際立った化学的特性の違いは認められず、マツタケ発生適地内でのマツ

タケの発生の有無と土壌化学特性との関係性は薄いと考えられた。 

従って、マツタケ発生適地内でマツタケの発生が起こるか起こらないかに関
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しては、生物学的要因としての菌根学・遺伝子学的な要因や、微細な地形学的・

地質学的要因など他の要因が関与している可能性がある。また、あくまでもマ

ツタケと土壌成分とに関係に注目するとすれば、各イオンの存在形態や、土壌

中に含まれる低分子・高分子の有機物組成などを解明し、もっとミクロな世界

での土壌分析を行う必要性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 要約 
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 マツタケ（Toricholoma matsutake）はキシメジ属の菌根性のキノコで特有の香

りがあり、他のキノコや微生物と一線を画し、頑丈な菌根集団を中心にした「シ

ロ」と呼ぶ菌糸層を鉱質土壌中に形成する。しかし地形と土壌に関する好みは

厳しいとされており、マツタケの発生しやすい環境としての選定（発生適地）

はあるが、その発生適地内においてのマツタケ発生の要因は解明されていない。

特にマツタケは貴重であることから土壌に関する実験が行われにくいと考えら

れる。 

そこで本研究ではマツタケの発生には土壌成分に要因があると考え、岐阜県

美濃加茂郡八百津町の民有林において、マツタケ発生適地の土壌調査を行い、

発生適地内のマツタケ発生地点と非発生地点の土壌学的特性を比較し、マツタ

ケの発生に関与する土壌要因を研究した。調査地点としては、母岩の異なる２

地域（A 試験地・B 試験地）内に、それぞれ３対の試験区（マツタケ発生地点）

と対照区（非発生地点）を設けた。対照区は環境条件をそろえるため各試験区

の横 3～10m の範囲に設置した。また試験区・対照区の対から少し離れた地点

に特別対照区を設けた。 

土壌分析にあたっては、｢シロ｣やマツタケの発生に伴い土壌中でイオン吸収

やイオン交換が行われているのではないかと考え、通常分析のほかに土壌中の

各陽イオン含量に注目して測定した。分析項目は、現地水分、レキ含量、pH、

電気伝導率(EC)、置換酸度、交換性 Al、炭素・窒素含量、CEC、交換性塩基、

水抽出性陽イオンなどである。 

 マツタケ発生地域の土壌は、２地域ともに、 

1) 乾性褐色森林土（BB型）に属すること、 

2) ｐH（H2O）、ｐH(KCl)、置換酸度などの特性が著しく強酸性に属すること、 

3) アルミニウムが CEC の過半を占めること、 
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4) 電気伝導率および塩基飽和度が非常に低く、貧栄養的であること、 

などの共通した特徴を示した。 

しかし今回の実験結果では、発生地点の土壌の方が非発生地点の土壌よりも、

やや pH が低く、Ca および K などの塩基含量が低いなど、やや貧栄養的傾向を

示したものの、試験区と対照区における際立った化学的特性の違いは認められ

ず、マツタケ発生適地内でのマツタケの発生の有無と土壌化学特性との関係性

は薄いと考えられた。今回の土壌分析を通じて、マツタケ発生の最終的要因と

しては菌根学または遺伝子学的な要因が強いと考えられる。またマツタケと土

壌成分との関係にさらに注目するとすれば、各イオンの存在形態や、高分子・

低分子の有機物組成を解明するなど、今回の実験では扱えなかった、もっとミ

クロな世界での土壌分析を行う必要性がある 
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付図１ Ａ－１地点における水抽出性陽イオン合計（上） 

水抽出性陽イオン割合（下） 
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付図２ Ａ－２地点における水抽出性陽イオン合計（上） 

水抽出性陽イオン割合（下） 

 

 

0 50 100 150 200

Ａ

Ｂ

ＣＲ

Ａ

Ｂ

ＣＲ

＋
－

A
-
2

m g/kg

Al

C a

Fe

K

M g

M n

N a

C u

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ

Ｂ

ＣＲ

Ａ

Ｂ

ＣＲ

＋
－

A
-
2

Al

C a

Fe

K

M g

M n

N a

C u



 - 78 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３ Ａ－４地点における水抽出性陽イオン合計（上） 

水抽出性陽イオン割合（下） 
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付図４ Ｂ－２地点における水抽出性陽イオン合計（上） 

水抽出性陽イオン割合（下） 
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付図５ Ｂ－３地点における水抽出性陽イオン合計（上） 

水抽出性陽イオン割合（下） 
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付図６ Ｂ－４地点における水抽出性陽イオン合計（上） 

水抽出性陽イオン割合（下） 
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付図７ Ａ－１地点における塩基合計（上） 

塩基割合（下） 
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付図８ Ａ－２地点における塩基合計（上） 

塩基割合（下） 
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付図９ Ａ－４地点における塩基合計（上） 

塩基割合（下） 
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付図１０ Ｂ－２地点における塩基合計（上） 

塩基割合（下） 
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付図１１ Ｂ－３地点における塩基合計（上） 

塩基割合（下） 
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付図１２ Ｂ－４地点における塩基合計（上） 

塩基割合（下） 
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生
物

乾
湿 ・

地
下
水

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
3
本
、
そ
の
距
離
は

0
.2
m
、
1
.8
m
、
2
.2
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

中
間

乾
性
褐
色
森
林
土



 - 91 - 

 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
3
-
2

-
-

-
-

-
-

-
-

-

F
2
-
1

-
-

-
-

-
-

-
-

-

H
1
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
0
-
3

7
.5
Y
R
3
-
2

-
-

S
L

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

B
3
-
2
0

7
.5
Y
R
3
-
3

-
-

S
L

-
-

-
7
.4

-
-

-
す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

R
C

2
0
-

7
.5
Y
R
5
-
6

-
-

C
中
・
小

角
礫
含
む

-
-

-
1
1
.4
-

-
-

あ
り

時
々
細

根
あ
り

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
5
本
、
そ
の
距
離
は

1
.8
m
、
2
.4
m
、
3
m
、
5
m
、
4
.5
m
。
な
お
A
-
2
＋
と

の
距
離
は
7
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

中
間

乾
性
褐
色
森
林
土

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
1

河
方
　
恭
平

6
8
7
m

日
当
た
り
悪
い晴
れ
時
々
曇
り

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

A
-
2
－

流
紋
岩
・
花
崗
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

西
向
き
斜
面
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
5
-
4

-
-

-
-

-
-

-
-

F
・
H

4
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

ス
ポ
ン

ジ
状

-
-

-
-

-
富
む

-

A
0
-
2

5
Y
R
2
-
2

-
-

L
細
粒
状

-
-

-
-

-
富
む
す
こ
ぶ
る

富
む

-

A
B

2
-
4

7
.5
Y
R
3
-
3

-
-

S
L
風
化
角

礫
あ
り

-
-

3
-

-
-

含
む
す
こ
ぶ
る

富
む

-

B
4
-
2
2

7
.5
Y
R
5
-
4

-
-

C
L
風
化
角

礫
あ
り

-
-

1
6

-
-

-
細
・
中
根

富
む

-

R
2
2
-

-
-

岩
盤

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
4
本
、
そ
の
距
離
は

2
.2
m
、
2
.7
m
、
3
.3
m
、
3
.7
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

中
間

乾
性
褐
色
森
林
土

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
1

河
方
　
恭
平

7
0
1
m

日
当
た
り
良
い晴
れ
時
々
曇
り

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

A
-
4
+

流
紋
岩
・
花
崗
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
東
向
き
斜
面
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
8
-
7

-
-

-
-

-
-

-
-

F
・
H

7
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

ス
ポ
ン

ジ
状

-
-

-
-

-
-

A
0
-
2

7
.5
Y
R
2
-
2

-
-

L
細
粒
状

-
-

-
-

-
富
む

細
・
中
根

富
む

-

A
B

2
-
5

7
.5
Y
R
3
-
3

-
-

S
L

-
-

-
-

-
富
む

細
・
中
根

富
む

-

B
Ⅰ

5
-
2
0

7
.5
Y
R
4
-
4

-
-

S
L
風
化
礫
小

-
-

8
-

-
-

含
む

細
・
中
根

富
む

-

B
Ⅱ

2
0
-
4
7

7
.5
Y
R
5
-
4

-
-

C
L
風
化
礫
中

-
-

1
2

-
-

-
含
む

-

C
R
4
7
-
7
0

7
.5
Y
R
7
-
8

-
-

L
iC
風
化
礫
中

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

A
-
4
-

流
紋
岩
・
花
崗
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
東
向
き
斜
面

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
1

河
方
　
恭
平

7
0
1
m

日
当
た
り
良
い晴
れ
時
々
曇
り

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
2
本
、
そ
の
距
離
は
2
m
、

1
0
m
。
な
お
A
-
4
+
と
の
距
離
は
1
0
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

中
間

乾
性
褐
色
森
林
土
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
7
-
6

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

F
6
-
2

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

H
2
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

富
む

-
-

A
0
-
2

7
.5
Y
R
2
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

富
む

-
-

B
2
-
1
4

7
.5
Y
R
4
-
4

-
-

L
小
・
中

礫
含
む

-
-

-
1
4
.2
-

-
-

含
む

-
-

C
R

1
4
-

7
.5
Y
R
5
-
8

-
-

S
C
L

小
・
中

礫
す
こ

ぶ
る
富
む

-
-

-
測
定
不
可

-
-

-
有
り

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
1
0
本
、
そ
の
距
離
は
0
.5
m

～
5
m
の
範
囲
。

土
壌
断
面
調
査
票

緩
斜

乾
性
褐
色
森
林
土

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
3

河
方
　
恭
平

6
8
2
m

日
当
た
り
非
常
に
悪
い

晴
れ
時
々
曇
り

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

A
-
S
T

流
紋
岩
・
花
崗
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
西
向
き
斜
面
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
4
.5
-
4

-
-

-
-

-
-

-
-

-

F
4
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-

H
3
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
0
-
3

7
.5
Y
R
2
-
3

-
-

S
L

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

B
3
-
1
6

7
.5
Y
R
4
-
2

-
-

S
L
小
角
礫

含
む

-
-

-
5
.6

-
-

-
す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

B
C
1
6
-
3
1

7
.5
Y
R
4
-
3

-
-

S
L
小
・
中

礫
富
む

-
-

-
1
0
.2
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

C
R

3
1
-

7
.5
Y
R
3
-
2

-
-

C
L

角
礫

す
こ
ぶ

る
多
い

-
-

-
1
5
.4
-

-
-

有
り

-

そ
の
他

B
-
2
+

砂
岩
・
粘
板
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
東
向
き
斜
面

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
2

河
方
　
恭
平

6
6
5
m

日
当
た
り
普
通晴
れ
時
々
曇
り

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
2
本
、
そ
の
距
離
は

1
.2
m
、
2
.2
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

急
斜

乾
性
褐
色
森
林
土
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
8
-
7

-
-

-
-

-
-

-
-

-

F
7
-
4

-
-

-
-

-
-

-
-

-

H
4
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
0
-
2

7
.5
Y
R
2
-
2

-
-

S
L

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

B
2
-
1
2

7
.5
Y
R
3
-
2

-
-

S
L

-
-

-
5
.4

-
-

-
す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

含
む

-

B
C
1
2
-
2
0

7
.5
Y
R
3
-
2

-
-

S
L
大
・
中
・

小
角
礫

富
む

-
-

-
測
定
不
可

-
-

-
す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

含
む

-

C
R

2
0
-

7
.5
Y
R
3
-
2

-
-

C
L
大
・
中
・

小
角
礫

富
む

-
-

-
測
定
不
可

-
-

-
有
り

-

そ
の
他

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
3
本
、
そ
の
距
離
は

0
.3
m
、
1
.8
m
、
1
.2
m
。
な
お
B
-
2
+
と
の
距
離
は

3
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

急
斜

乾
性
褐
色
森
林
土

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
2

河
方
　
恭
平

6
6
5
m

日
当
た
り
普
通晴
れ
時
々
曇
り

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

B
-
2
－

砂
岩
・
粘
板
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
東
向
き
斜
面
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
6
-
5

-
-

-
-

-
-

-
-

-

F
5
-
2

-
-

-
-

-
-

-
-

-

H
2
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
0
-
2

7
.5
Y
R
3
-
2

-
-

S
L

含
む

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む

-

B
2
-
2
1

7
.5
Y
R
4
-
4

-
-

L
小
・
中

角
礫
含
む

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

C
R

2
1
-

7
.5
Y
R
3
-
6

-
-

C
L
大
・
中
・

小
角
礫

富
む

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

含
む

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

B
-
3
+

砂
岩
・
粘
板
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
東
向
き
斜
面

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
2

河
方
　
恭
平

6
5
5
m

日
当
た
り
良
い晴
れ
時
々
曇
り

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
4
本
、
そ
の
距
離
は

1
.2
m
、
1
.5
m
、
0
.8
m
、
1
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

急
斜

乾
性
褐
色
森
林
土
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
6
-
5

-
-

-
-

-
-

-
-

-

F
5
-
1

-
-

-
-

-
-

-
-

-

H
1
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
0
-
2

7
.5
Y
R
2
-
2

-
-

S
L
中
角
礫

富
む

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
す
こ
ぶ
る

富
む

-

B
2
-
2
3

7
.5
Y
R
3
-
4

-
-

S
L
中
角
礫

含
む

-
-

-
6
.6

-
-

-
す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

C
R

2
3
-

7
.5
Y
R
4
-
6

-
-

C
L
大
・
中

角
礫
富
む

-
-

-
測
定
不
可

-
-

-
す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

含
む

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
7
本
、
そ
の
距
離
は
1
m
～

5
m
の
範
囲
。
な
お
B
-
3
+
と
の
距
離
は
5
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

急
斜

乾
性
褐
色
森
林
土

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
2

河
方
　
恭
平

6
5
5
m

日
当
た
り
良
い晴
れ
時
々
曇
り

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

B
-
3
－

砂
岩
・
粘
板
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
東
向
き
斜
面
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
6
-
5

-
-

-
-

-
-

-
-

-

F
5
-
2

-
-

-
-

-
-

-
-

-

H
2
-
0

5
Y
R
2
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
0
-
2

7
.5
Y
R
2
-
3

-
-

S
L

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む

富
む

-

B
2
-
2
0

7
.5
Y
R
4
-
3

-
-

S
L
小
・
中

角
礫
富
む

-
-

-
4
.8

-
-

-
す
こ
ぶ

る
富
む
大
・
中
根

富
む

-

C
R

2
0
-

7
.5
Y
R
5
-
6

-
-

C
L

大
・
中

角
礫
す

こ
ぶ
る

富
む

-
-

-
8
.6

-
-

-
有
り

細
根
含
む

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

B
-
4
+

砂
岩
・
粘
板
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
向
き
斜
面

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
2

河
方
　
恭
平

6
5
5
m

日
当
た
り
良
い晴
れ
時
々
曇
り

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
6
本
、
そ
の
距
離
は
2
m
～

5
m
の
範
囲
。

土
壌
断
面
調
査
票

急
斜

乾
性
褐
色
森
林
土
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
8
-
7

-
-

-
-

-
-

-
-

-

F
7
-
3

-
-

-
-

-
-

-
-

-

H
3
-
0

5
Y
R
2
-
2

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
0
-
2

7
.5
Y
R
3
-
2

-
-

S
L

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
す
こ
ぶ
る

富
む

-

B
2
-
3
2

7
.5
Y
R
4
-
3

-
-

S
L
小
・
中

角
礫
富
む

-
-

-
6

-
-

-
す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

C
R

3
2
-

7
.5
Y
R
5
-
6

-
-

L
L

大
・
中

角
礫
す

こ
ぶ
る

富
む

-
-

-
1
1

-
-

-
有
り

含
む

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
5
本
、
そ
の
距
離
3
m
～
4
m

の
範
囲
。
な
お
B
-
4
+
と
の
距
離
は
8
m
。

土
壌
断
面
調
査
票

急
斜

乾
性
褐
色
森
林
土

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
2

河
方
　
恭
平

6
5
5
m

日
当
た
り
良
い晴
れ
時
々
曇
り

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

B
-
4
-

砂
岩
・
粘
板
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
向
き
斜
面
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 地
点
番
号

土
壌
名

土
壌
分
類

調
査
日

天
候

調
査
者

調
査
地
点

所
有
者

緯
度
経
度

地
質
母
材

堆
積
様
式

気
候

地
形

標
高

傾
斜

侵
食

排
水
性

露
岩

人
為

粘
着
性
可
塑
性
緻
密
度
乾
状
態
湿
状
態

L
6
-
5

-
-

-
-

-
-

-
-

-

F
5
-
2

-
-

-
-

-
-

-
-

-

H
2
-
0

5
Y
R
2
-
2

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
0
-
1

7
.5
Y
R
3
-
2

-
-

S
L

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む

大
・
中
・

小
根
富
む

-

B
1
-
1
6

7
.5
Y
R
4
-
3

-
-

S
L

-
-

-
-

-
-

す
こ
ぶ

る
富
む
細
・
中
根

富
む

-

C
R

1
6
-

7
.5
Y
R
5
-
6

-
-

C
L

大
・
中

角
礫
す

こ
ぶ
る

富
む

-
-

-
-

-
-

有
り

含
む

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

B
-
S
T

砂
岩
・
粘
板
岩

岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
潮
見

南
西
向
き
斜
面

土
色

(1
)湿
(2
)乾

斑
紋 ・
結
核

有
機
物

泥
炭
黒
泥

土
性

断
面

ｽ
ｹ
ｯ
ﾁ
層
位
深
さ
c
m
層
界 ・

試
料

礫
構
造

ｺ
ﾝ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ｽ

2
0
0
4
.9
.1
2

河
方
　
恭
平

6
7
5
m

日
当
た
り
良
い晴
れ
時
々
曇
り

備
考

土
地
利
用
・
植
生
お
よ
び
付
近
の
見
取
図

ｷ
ｭ
ｰ
ﾀ
ﾝ
孔
隙

根 ・
生
物

乾
湿 ・

地
下
水

筒
木
・
河
方

付
近
に
ア
カ
マ
ツ
は
6
本
、
そ
の
距
離
0
.5
m
～

4
m
の
範
囲
。

土
壌
断
面
調
査
票

急
斜

乾
性
褐
色
森
林
土


